
十
一
月
例
会
平
成
九
年
十
一
月
二
十
二
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
所
蔵
吉
益
東
洞
自
筆

「
古
耆
医
言
」
に
つ
い
て
舘
野
正
美

一
、
土
佐
藩
足
軽
岡
本
兵
衛
の
戦
病
死
を
め
ぐ
っ
て
中
西
淳
朗

十
二
月
例
会
平
成
九
年
十
二
月
二
十
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

日
本
薬
史
学
会
と
合
同
例
会

一
、
ビ
タ
ミ
ン
の
発
見
に
対
す
る
漢
方
医
学
の
貢
献
山
下
政
三

一
、
中
国
シ
ス
テ
ム
医
療
概
観
（
中
国
衛
生
年
鑑
等
に
見
る
三
級
医
療
網
）

川
瀬
清

一
、
江
戸
時
代
の
腋
分
の
絵
図
の
特
質
性
に
つ
い
て
和
田
和
代
史

一
月
例
会
平
成
十
年
一
月
十
七
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
齋
藤
玉
男
ｌ
断
種
法
史
上
の
人
び
と
（
そ
の
二
岡
田
靖
雄

一
、
田
代
三
喜
、
曲
直
瀬
道
三
、
再
考

ｌ
導
道
と
三
喜
、
当
流
に
つ
い
て
Ｉ
○
遠
藤
次
郎
、
中
村
輝
子

例
会
記
録

「
古
耆
医
言
」
は
、
我
が
国
江
戸
時
代
に
お
け
る
古
医
方
最
大
の
臨
床

家
、
吉
益
東
洞
が
、
彼
の
そ
の
独
自
の
病
理
学
的
思
惟
の
観
点
か
ら
、

中
国
の
古
典
文
献
に
見
え
る
医
学
思
想
の
諸
形
態
に
つ
い
て
分
析
し
、

こ
れ
を
記
述
す
る
と
い
う
、
ひ
と
り
〃
古
医
方
″
の
医
学
体
系
に
つ
い

て
の
医
史
学
的
な
見
地
か
ら
の
理
論
的
な
研
究
に
お
い
て
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
医
学
思
想
の
淵
源
形
態
の
追
究
、
更
に
は
、
ひ
ろ
く
中
国
古

代
の
医
学
思
想
全
体
に
つ
い
て
の
体
系
的
な
研
究
に
お
い
て
も
ま
た
、

き
わ
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
こ
ろ
の
一
大
著
作
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
こ
の
著
作
は
、
総
計
三
十
七
種
類
の
中

国
の
古
典
文
献
の
中
に
散
見
す
る
中
国
古
代
の
医
学
思
想
に
つ
い
て
、

彼
の
そ
の
独
自
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
を
分
析
し
て
記
述
す
る
と
い
う
、

「
薬
徴
」
や
『
類
聚
方
」
と
は
ま
た
違
っ
た
意
味
で
、
き
わ
め
て
興
味

深
い
文
献
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
「
古
書
医
言
』
に
は
、
東
洞
自
筆
と
さ
れ
る
写
本
（
原

槁
）
が
現
存
す
る
。
現
在
の
刊
本
（
文
化
二
（
一
八
一
四
）
年
）
お
よ
び
元

治
元
二
八
六
四
）
年
刊
）
の
約
四
分
の
一
の
分
量
し
か
な
く
、
ま
た
、
そ

一
例
会
抄
録
一

順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
所
蔵
、

吉
益
東
洞
自
筆
「
古
書
医
言
』
に
つ
い
て

舘
野
正
美
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